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GCOE ワー ク シ ョ ップ
"P
atterns in Language and Thought"

開催日

企画班

共 催

企画者

講演者

2008年9月8日

言語 と認 知班

認知言 語学会

今井 むつみ

Nick Enfield,Asifa Majid(Max Planck Institute for Pscyholoinguistics),

今 井 むつみ(本 拠点 言語 と認 知班)

 "Patterns in Language and Thought"は9月

8日(月)午 後1時30分 一5時 に、慶應 義塾大学

三田キャンパス東館4階 セミナー室で行われた。

ワークショップではNick En. eld、 Asifa Majid、

今井むつみの3名 が発表 した。Dr. En. eldとDr。

Majidは オランダのマックスプランク心理言語研

究所のシニアリサーチャーで、Majidさ んの私と

の共 同研究打ち合わせ のための来 日と、En. eld

さんが認知言語学会の招待講演のための来 日の日

程がちょうど重なったので、3人 で言語 と思考の

関係について、異なるアプローチにより多面的に

考える機会 を持ちたいということで企画 した。

 En. eldは 言語使用の社会的側面か ら、話者の

語や文構造の選択は談話の文脈によって大 きく決

まると主張 し、ラオ語 をはじめとした様々な言語

での例 を用いて主張 を裏付けるデータを提示 し

た。Majidは"break-cut"と い う、対象 を破壊、

変形させる動詞の意味領域で、英語、オランダ語、

中国語、 日本語をはじめとした多 くの言語で領域

がどのように言語化 されているかを調べた実験を

ケーススタディとして、世界の言語で、動作 イベ

ントを言語化する際の、普遍的な知覚的、言語的

制約についての理論 を提示 した。今井は助数詞、

性文法などの文法カテゴリが対象の認識にどのよ

うな影響 を及ぼすかという言語相対性の問題 に関

して、 ドイツ語話者、中国語話者、 日本語話者を

比較 した一連の実験研究を報告 し、言語相対説に

対する証拠 を示す とともに、言語普遍的な概念的、

知覚的制約の重要性 を指摘 し、言語相対説に関す

る新たな考え方を提示 した。

 このワークショップは日本認知言語学会の協賛

もあ り、学外から非常 に多 くの聴衆が集 まって、

セ ミナー室の椅子が足 りないほどであった。時間

も3時 間半とたっぷ りととったつ もりだったが、

それぞれの発表が一時間に及ぶものになり、フロ

アか らの活発な質問、コメントもあって、予定時

間を超えてしまい、ディスカッションを時間の都

合で途中で打ち切 らなければならなかったのが残

念であった。

                (今井むつみ)
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